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臨床看護アセスメント 

「小児看護における気づきと解釈のトレーニング」－ 小児の安全管理 － 

 

 

演 習 ～小児の療養環境における危険予知トレーニング演習～ 

 

 

【学習のねらい】 

 小児看護では、対象の特性として形態的特徴、運動機能・認知機能の未熟性、衝動性が強い

などから、小児の安全を守るための認識や行動を身につけることが必要とされる。 特に乳幼

児期は、自我が芽生え、運動機能や言語能力の未熟さなどからも予期せぬ事故が起こりやす

い。そのため、子どもの入院生活の中においては、常に危険因子が潜んでおり、物理的環境や

人的環境などから医療事故につながるケースも多くみられる。 

 この演習では学生が臨地実習において小児への安全・安楽な看護を提供できるよう危険因

子に対する意識と感性を高め、予知される事故の原因を考え、危険を回避するためのアセスメ

ントができることをねらいとする。 

 

 

【学習目標】 

 １．小児にとって安全で安楽な療養環境を理解できる 

 ２．入院生活において起こりやすい事故をアセスメントし、必要な環境調整ができる 
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臨床看護アセスメント 「小児看護における気づきと解釈のトレーニング」  － 小児の安全管理 － 

 

演 習 危険予知トレーニング（KYT） 

①KYTとは？ 

 K；危険・Y；予知・T；トレーニング 

 ・未知の状況変化 

 ・考慮すべき誘因       危険察知能力を養い、感性を高める 

 ・環境特性 

 

〈KYT：４ラウンド法〉 

 第１ラウンド：現状把握 ☛どのような危険が潜んでいるのか、危険を探す 

 第２ラウンド：本質探究 ☛危険に関して、重要と思われる項目の見直しを行い、危険ポイントを絞り込む 

特に危険と思われるものに〇をつける.中でも生命への影響の大きさや緊急度な

ど最も危険と思われるものに◎をつける 

第３ラウンド：対策樹立 ☛整理した危険ポイントについて対策を立て、改善策、解決策を話し合う 

第４ラウンド：目標設定 ☛メンバー全体で共有する.話し合った内容を共有し、まとめた解決策を基に、実際に 

行動に移す 

話し合いの際の注意 

 ◎話し合いは、ブレーンストーミング（グループのメンバーがある問題について自由にアイデアを出し合うこと）の手法で行う 

批判をしないこと：他の人の意見を批判しないこと。批判があるとアイデアが出にくくなる。 

自由奔放：こんなことを言ったら笑われはしないか、などと考えず、思いついた考えをどんどん言う。 

質より量：できるだけ多くのアイデアを出す。 

連想と結合：他人の意見を聞いて、連想を働かせ、あるいは他人の意見に自分のアイデアを加えた新しい意見として述べる。 

 

 ②KYTの流れ  

－第１ラウンド－ 

  ・ある場面を見て、そこに潜む危険因子を挙げる 

 

 －第 2ラウンド－ 

  ・その際、因子を「～なので（要因）、～して（未来・予測・行動）、～になる（結果・現象）」と発展させて考える 

（例）サークルベッドの中で過ごしている患児の療養環境の場面 

重要度 番号 要因（～なので） 予測・行動（～して） 結果・現象（～なる） 

◎ 1 

ベッド柵が中段までしか

上がっていない 

母親がごみを捨てようとそ

のままの状態でベッドから

離れる 

母親の方に行こうとして

ベッド柵に手を掛けた子

どもがベッドから転落する 

〇 2 

輸液中の点滴スタンドが

ベッドの傍に置かれてい

る 

患児が点滴スタンドに手を

伸ばし、輸液を触ったり点

滴ルートを引っ張る 

輸液ルートを抜去してしま

う 

◎ ３ 

ベッドの上に布団がたた

んで置いてある 

患児が足台にして、ベッド

柵に足をかけてしまう 

患児の体がベッド柵から

乗り出し転落する 
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－第 3ラウンド－ 

  ・危険なポイントを解決するためにはどうしたらいいかを考え、具体的な対策を立てる 

 （例）重要度の高い危険因子についての対策を出し合う 

   

                               

 

 

 

－第 4ラウンド－ 

  ・各グループで話し合った内容を発表し、メンバー全体で共有する． 

・他のグループの解決策を共有し、メンバー間で討議し、集約する.まとめた解決策を基に、実際に行動に移す 

 

 

【シミュレーション演習の事例】 

 ●受持ち患児：Aくん  2歳 3か月  川崎病（入院３日目） 

 ●入院の経過：保育所に通っており、５日前に発熱と目の充血がみられ、小児科外来を受診し、その後入院とな

る。入院後、アスピリン製剤の内服とγグロブリンの点滴静脈内注射が開始され、左手背に点滴

ルートが挿入されている。母親が付き添っているが、機嫌が悪い Aくんに少し疲れている様子 

 ●Aくん性格：人見知り、怖がり   

 ●好きな遊び：保育所ではパズルや車のおもちゃを使って遊んでいる 

 

【シミュレーション演習の場面設定】 
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対策① 対策② 対策③ 

ベッド柵は必ず最上段

まで上げておくよう、

訪室時に声掛けを行う 

ごみ箱の位置を確認し

ベッドのそばに配置す

る 

環境整備の際に、ベッ

ド周囲を片づける 

※特に正解はない 

※具体的に、より多くの

対策を挙げ、最も効果的

な対策を絞りこむ 
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●KYT（危険予知トレーニング）の実際 

第１ラウンド：現状把握 

 演習事例の Aくんの状況を見て、どのような危険が潜んでいるのか、グループ全員で話し合ってください 

 ☞Aくんのベッドサイドに 1分間立ち状況を把握する 

 

第２ラウンド：本質探求 

 指摘内容が一通り出たら、その問題点の原因などについてメンバー間で検討し、問題点を整理しよう。 

重要度 番号 要因（～なので） 予測・行動（～して） 結果・現象（～なる） 

     

     

     

     

     

     

 

第３ラウンド：対策樹立 

 整理した問題点・危険ポイントについて、対策を立てる。改善策、解決策などをメンバーで話し合う 

◎番号 対策① 対策② 対策③ 対策④ 

１     

２     
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第４ラウンド：目標設定 

  ☞Aくんにとって安全で安楽な環境を整えてみよう 


